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あいさつはどうしてするのか…礼儀であるから、
するのが当たり前であるから、子どもたちから
「どうして？」
と聞かれたらどう答えるでしょうか。
「簡単な言葉なのに心をつなぐものであるから」
ちょっと格好をつけた感じがしますが、子どもたち
から真面目に聞かれたら、そう答えるかと思います。
本校に赴任してから、毎朝、玄関であいさつの声

を子どもたちにかけるようにしています。下校時刻
には、
「気を付けて帰るように」
「明日も元気に来てほしい」
との気持ちを込めて、児童玄関のところで、できる
日には、必ずあいさつをするようにしています。正
直に書くと、初めのうちは、なかなかあいさつが
返ってこない場合が多い感じがしました。
「元気にあいさつすることがすべてではない…」
とは思っていますが、
「あいさつの言葉が聞こえているのかどうか…」
のような反応が見られていました。少しずつ、帰り
の方に変化が見られ、
「校長先生さようなら」
と、ハイタッチをして下校する子どもが多く見られ
るようになりました。
朝はまだまだ元気がない子どもが多いですが、

「おはようございます！」
と元気に言う子どもやしっかりと目を見てあいさつ
をする子ども、小さい声ではあるがきちんと頭を下
げてあいさつをする子ども、やや照れくさそうに会
釈をする子どもなど様々ですが、反応する子どもが
多くなりました。元気よく、気持ちよくと思ってい
ますが、子どもたちは一人一人違うので、心を交わ
しながらあいさつができればよいと思っています。
それに加え、
「誰だから」
「学校だから」
「しなければならないから」
ではなくて、
「あいさつをした方が互いにいい気持になるから」
と何となく感じ、どんな場面でも自分からあいさつ
できる人になってほしいです。ご家庭でも
「おはよう」
「おやすみさい」
「いただきます」
などの言葉を大切にしていただけたらと思います。
また、11月14日（木）、15日（金）は、読み聞

かせボランティアサークル「きらきらっこの会」に
よる休み時間を使っての読み聞かせが行われました。
私が一般教諭として、本校に勤めていた頃にも同様

に行っていたと記憶しているので、15年以上も続い
ている活動ではないかと思います。多くの子どもた
ちがプレイルームに集まり、本の読み聞かせを楽し
みながら熱心に聞く様子が見られました。絵本を紙
芝居のように見せながら、読み聞かせるだけではな
く、効果音をつけたり、キーボードでＢＧＭを流し
たりしながら、子どもたちがより一層引き付けられ
る工夫がされていました。子どもたちは、いい顔で
熱心に聞く様子が見られ、とてもいい時間だったと
感じました。
そして、11月、苫小牧市教育委員会では、「親子

読書強調月間」と定めていました。子どもたちには、
本を読むことを楽しんでほしいと思っています。登
場人物と自分を重ねて「ワクワク」したり、冒険の
世界を疑似体験したり、１行の文に感動したりする
経験は、読書ならではではないかと思います。その
ような経験が子どもたちの心を耕すことにもつな
がっていきます。１１月の「親子読書月間」は終わ
りましたが、テレビや携帯から離れて、親子で本の
世界に浸る時間を共有することもよいのではないで
しょうか。

校内研究授業
本校では、「『自ら考え、ともに学び合う子の育

成』～ICTを活用した授業実践を通して～」という
研究主題を設定し、指導事項と評価規準を明確にし
た授業づくり、ねらいを達成するためのICT活用を
研究の視点にして、授業改善を進めています。これ
らの取組の成果の発表の場として、11月６日（水）
に第２学年２組で校内研究授業を行いました。
当日は、胆振教育局と苫小牧市教委の職員を招き、

本校教員と共に授業参観をした後、授業に関わるこ
とについて協議を行いました。第２学年２組の児童
は、緊張した中でもしっかり発言するなどして、大
変よく頑張っていました。
今後も、よりよい授業を目指して、本校での研究

を継続していきます。

【研究授業の様子】

にしきおか
○思考力を高め自主的に
学習する子

○豊かな情操を身につけ
思いやりのある子

○きまりを守り最後まで
やりぬく子

○心身ともに健康な子

【読み聞かせの様子】



スケート学習
11月21日（木）に、ときわスケートセンター、

新ときわスケートセンターでのスケート学習を行い
ました。冬季のスポーツとしての「スケート」を通
して、スケート技術向上と体力向上を図りました。
次回は、来年２月25日（火）を予定しています。

学校評価
11月25日付け文書で依頼したように、本校の教

育活動の成果と課題を明確にし、次年度に向けた改
善策を検討することを目的として、「保護者アン
ケート」を実施します。ご多用とは存じますが、本
校の教育活動等の充実に向けて、ご理解とご協力を
お願いいたします。
今後、「保護者アンケート」に加えて、同様に実

施する「児童アンケート」と「教職員アンケート」
の結果を取りまとめ、年度末までに保護者の皆様に
お知らせする予定です。

いじめの問題への対応
本校においては、「学校いじめ防止基本方針」を
踏まえて、いじめ問題の未然防止、いじめ問題への
早期対応等に努めています。今後も、学校全体はも
とより、保護者や地域等と連携を図りながら、組織
的に対応していきます。
なお、令和６年11月末現在のいじめ問題への対応

状況の概要について、学校Webページ（お知らせ）
に記載していますので、ご覧ください。

感染拡大の防止
最近、風邪等で欠席する児童が増えてきました。
インフルエンザや新型コロナウイルスに感染してい
る児童が大幅に増えてはいませんが、注意をする必
要があります。児童が元気に学校生活を送ることが
できるよう、ご家庭において、次のことについて留
意願います。

○人混みを避け、外出から戻ったらうがい、手洗い
をする。
○十分な栄養と睡眠を心がけ、風邪症状が出た場合
は、マスクを着用する。
○適切な湿度を保つ。
○感染が疑われる場合は、医療機関で受診する。

【高校生等のインターンシップ】
12日（木）、13日（金）の２日間、本校を卒業
した高校生２名が来校し、職業体験を行います。第
４学年１、３組の教室等で、児童への指導補助、支
援を行う予定です。

【12月24日（火）】
通常の日課と違う変則５時間授業となります。い
つもの５時間授業より早めの下校となります。学年
通信で、児童の下校時刻を確認願います。

【ワークライフバランス推進強化期間】
教職員が健康で生き生きと働くことを目指して、
期間中、定時退勤、有給休暇の取得を勧めていきま
す。冬季休業中は、教職員が休暇を取得し、不在で
あることが多いことをご承知おきください。

【学校閉庁日】
12月29日（日）～１月３日（金）を冬季休業期
間における学校閉庁日として設定しています。さら
に、この期間を含めた12月28日（土）～１月５日
（日）には、基本的に職員が不在となり、学校開放
を行いません。
学校への連絡等はこの期間以外でお問い合わせく
ださい。

■ 令和６年12月の行事予定 ■

５日（木） 凌雲中特別支援学級体験

９日（月）
図書返本週間
※13日（金）まで

11日（水） 第１学年読み聞かせ

12日（木） 高校生等のインターンシップ①

13日（金）
高校生等のインターンシップ②
眼科検診
定時退勤日

16日（月）
冬休み図書貸出し
※23日（月）まで

17日（火） 清掃強調日①

19日（木）
全学年５時間授業
清掃強調日②

20日（金） 清掃強調日③

24日（火）
全学年変則５時間授業
※給食あり
終業式

25日（水）
冬季休業開始
ワークライフバランス推進強化期間

28日（土）
学校開放中止
※１月５日（日）まで

29日（日） 学校閉庁日

30日（月） 学校閉庁日

31日（火） 学校閉庁日

【スケート学習の様子】

おめでとうございます

【アイスホッケー】
「全道小学校アイスホッケー選手
権苫小牧予選」
→「準優勝」レッドスターズ


